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ザクセン王国陸軍省とザクセン (ドイツ帝国陸軍第12)軍団 (後備軍 ･予
備軍は省略)の構成は,ほぼ次のとおりである(3).部隊の番号はまずザクセ

















































































地 ･生年,没地 ･没年,出身校 ･職業が,ほぼ解明された.もちろん,確認
できなかった人物,あるいは,人間関係 (例えば,｢代言人ヰルケ｣が婚約者
｢ベルク｣と結婚したかどうか),さらに,十分には明らかにできなかった事

































































(a)p93,下から18行目 (荏 (4))の ｢-ドムソト｣を ｢-トムソト｣に改める.























































1998,p51を参照 (ただし,上段 6行目の ｢183年国王｣は1873年国王,の誤植で
































































ホ-フマン教授の関連箇所を見る.PM 167,S.73で,フランツ ･ア一ドルフ ･
ホ-フマンFranzAdolphHofmann(ホフマンHoffmannではない.念のため)
は,市民,医学博士,大学教授,1843年ミュソヒェソ生まれであり,彼の妻はア
ガーテ (Agathe) ･シャルロッテ ･エリーゼ,旧姓ヴンダーリヒ,1852年 1月
22日ライブツィヒ生まれ,と判明する.PM 113,S.207-207bでは,エリーゼ ･
シャルロッテ ･アガ-テ ･ヴソダーリヒ (1852年 1月22日ライブツィヒ生まれ)

















医の一等軍医-イソリヒ ･アウダス ト･ルー トヴィヒ ･ユダァ-ス博士.
Rangliste1885,S.47,244.Vgl.SHB1886/87,S,494.
(14)-ルヰツツ (舞師 WilhelmJerwitz;Dr19/2/15).主役舞踏家 (Baletmstr.)
ヴィル-ルム･フリードリヒ ･エー ドゥアル ト･イェルヴィッツ.AdreL3buch
vonDresden1886,S.214;ドレースデン市立文書館回答.
(15)オイレ (楽人 Eule;Dr19/2/15).音楽家カルル ･エーミール ･オイレ.
AdreLSbuchYonDresden1886,S.92.






場専属俳優であったエーミール ･フォン ･デア (deと) ･オステン･Eisenberg
1903,S.739.
(18)オツトオ ･ペ-テルス (FrauLouiseOtto-Peters,Lp18/9/28,猫逸婦人合).
作家 ･編集者ルイ-ゼ ･オットー -ベータースは,テユービンゲソ大学図書館に
よれば,旧姓をオットー と言い,夫は作家アウグス ト･ベータースであった.川
上 1984,p.32;金子 1992,pp.309-310を参照.
(19)フォン･オヨオル (大尉 vonOehr;マツ-ルソ村 18/8/27,ネル-ウ市 8/
31).この姓の軍人はいない (Vgl.Rangliste1885,S.406;SHB1886/87,S.
675)ので,第7歩兵連隊 (第 2･大隊)第6中隊 ･中隊長の大尉クレーメンス ･
ローベル ト アントー ン ･マ1)-ア ･アルベル ト フォン .エーア (0堅)男爵
(Rangliste1885,S.39,173.Vg.SHB1886/87,S.485)のことであろう.
(20)カルヒ (Karg;Dr18/10/5,｢カシノ｣で講演).第10歩兵連隊第3大隊の二等


















(24)クリイソ (軍撃正 Klien;Dr18/12/2).ドレースデソ陸軍病院 ･院長 (ドレ一





















































ソ大学図書館によれば女教師 ･作家アウグステ (August里) .シュミット さら
に,川上 1984,p.32(私立女学校の経営者) ;金子 1992,p.313;金子 1996,
p.280(上段6行目と下段 3行目の ｢アウグスト｣はアウグスタあるいはアウブス
テ,の誤植である)を参照.
(38)シュミット (大学助手 HeinrichSchmidt;Lp18/6/27).-イソリヒ ･オス
ヴァル ト･シュミッft博士は AdreL3buchYonLeipzig1884,S.294では市立病院
助手である.UniLeip1885,S.28では,臨床研究所 (リービヒ街の市立病院にあ













































は,工兵大隊の一等軍医 (｢ロオ ト逝きぬ｣では ｢本部啓｣)であった.SHB
1892/93,S.659.シル姓の軍医は他にいない.Vgl.SHB1892/93,S.658-660.
(46)ズスドルフ (Sussdorf;Dr18/12/5,腎学舎で同席).ドレースデソ士官学校の
一等軍医-ルマン･カルル ･ユーリウス ･ズスドルフ博士 (Rangliste1885,S.
6,244.Vgl.SHB1886/87,S.466,494)のことであろう.









連隊 ･連隊医の二等軍医正クル ト シュテヒャー博士.Rangliste1885,S.26,
243.Vgl.SHB1886/87,S.494.


























アル ト･シュネトガ-の妻はレオポルディーネ (旧姓カーピッチュ Kabitzsch,
1902年没)であり,娘としてエリーザベ 71(MinnaElisabeth,1843年生まれ,














(51)ゼルレ (一等軍等 Sele;Dr18/10/15).第2近衛歩兵連隊第2大隊 ･大隊医の
一等軍医フリードリヒ･ヴィル-ルム･ゼレ博士,Rangliste1885,S.26,244.
Vgl.SHB1886/87,S.494.

























(58)ツアップフ (警鋭瞭 Zapf;Dr19/1/ll).内務省警務参事官カルル ･フォルク
マル ･ツァプフ (Volkm･Zapf互)博士 (SHB1886/87,S･406)のことであろう.
(59)デツケン (婿軍 vondenDecken;Dr19/1/ll).第1歩兵旅団 ･旋団長ギーデ
オン (Gideon) ･カルル ･アウダス ト･フォン ･デソ ･デ ッケン少将 .
Rangliste1885,S.16,126-127.Vgl.SHB1886/87,S.477.
(60)tイ-ル (陸軍省 Teucher,･Dr19/1/ll).陸軍省第2部A (法規担当)の長











(63) ドヨオレル (軍警正 Doehler;グリムマ市 18/9/6).Rangliste1885,S.









































院解剖室長,教授フリードリヒ ･カルル ･ア一 ドルフ ･ネールゼソ博士.
Adre8buchYonDresden1886,S.341.
(74)ノッチツツ･ワルヰツツ (大臣 VonNottitz-Walwitz;Dr19/1/ll).1866年か




業専門学校応用物理学 ･電気工学 ･助教授エルンス ト-､-ゲン博士 (SHB
1886/87,S.525)のことであろう.
(76)-アゼ (軍嘗)夫人 (原語表記なし;Dr18/12/13).夫は第4歩兵連隊第 2大












計学教授,建設参事官ヨ-ソ (Job.)･エードゥアル ト･)レー ドルフ (Rud.)･-
イソ (SHB1886/87,S.525)のことであろう.














(83)ビイデルマン (男爵,少尉 BaronYonBiedermann;マツ-ルソ村 18/8/
27,ドヨオペソ村 9/5).第7歩兵連隊第2大隊副官の少尉ゴシロ (Gossilo)･
ダスタフ ･ヴォルデマル ･フォン ･ビーダーマン男爵 (Freiherr)･Rangliste
1885,S.40,198.

















場所有者の意味であろう.ライヒャル トの孫-ソス ･クリス トフ (1676年に没)
は,フォン ･べ-ラウ (vonB6hlau)に改姓した (Vgl.Verlohren1910,S.




ルニム (Arnim)の娘,マリー ･シャルロッテ (デーベンの ｢女-ル｣.1758年
デーベン生まれ,1819年デーベンで投.Gotha,Adel,A,Jg.1903,S.38)と結婚
















オット- (1820年ザクセン西部-ルチャウ Oelzschau村生まれ,1893年 ドレー
スデソで没)はザクセン上院議員で,デーペソと-ウビッツの ｢-ル｣であった
(彼の軍歴は記録されていない.Vgl.Verlohren1910,S.120).オッヤーは1850年


































ツェソ市近郊タイ ヒニッツ Teichnitz村生まれ) と,イ レ-ネとの間の
(alb)I)リ (Lililrene,1934年 ドレースデソ生まれ)である.(ala)カル









(b)次女アン トー ニ- (AntonieAmalie,1852年デ-ベン生まれ).彼女は未婚
で,1902年にはグリマ市に居住していた.Gotha,NeueAuflリAdel,A,Bd.6に















大尉)は,1921年にシャル ロッテ ･ウ- リヒ (CharlotteAgnesMartha
Uhlich,1903年ザクセン西南部グレーザ Glosa村生まれ,1983年にヴィ-ス














スティアンス (KatharinChristians,1939年-ソブルク生まれ) と結婚 し,
1983年にカナダ ･ヴァソクーヴァ-市に住んでいた.(C2d)ラインヒル ト(Fe-
1icieBrigitteReinhild,1930年ポーレンツ村生まれ)は,1958年に経済学博士-
ル トムー7,･シュルツェ (HartmutSchulze,1930年エルフル 7.市生まれ)と結
婚し,1983年にヴィースパーデソ市に住んでいた.(C2e)-ソス--インリヒ
(Hans-HeinrichEberhard,1936年ポーレンツ村生まれ)は木材商人で,1967年
にオティ-1)ェ (ティレ) .ローマイア (Ottilie[Tile]Lohmeyer,1938年ザク
セン西南部ケムニッツ市生まれ)と結婚 し,1983年に l)ユーネブルク市近郊








































結婚し,1942年 ドレースデンに居住していた.(f2)次女ゲル トルー ト (Gerト
rudHeleneLuise,1888年ライブツィヒ生まれ)は,1912年にザクセンの貴族で
ゲッティンゲン大学美術史教授のゲオルク･フィットゥ-ム･フォン ･エヅク























































Bd.5,S.292.- この ｢イイダ (,フォン,ビュロオ)｣(『日記』,Dr19/





















































ア-ル ト･ミュラー (1900年 ドイツ北部ノイシュテッティン郡のアル トファル
ム Altvalm村生まれ,1945年にポーランドで戦死.軍人の階級は不明)と結婚



























































(85)ビュロウ (男爵,中佐 BaronYonBuelow;トレプセソ市 18/8/28,ネル-ウ
市 8/30).第7歩兵連隊 ･参謀の中佐ゲオルク･フォン･ビューp-男爵(塾生
垣聖).SHB1886/87,S484;Rangliste1885,S･39,144-145;Verlohren
1910,S.159.ただし,彼は,上記 (84)の ｢ビュロウ｣家の親族 (小堀 1969,
p.660)ではない.
(86)ヒヨオゼル (友人 Hoesel;Lp18/7/30,8/13).UniLeip1884/85,S.65の医












ス tヴィクトル ･ビルヒニヒルシュフェル ト博士.UniLeip1885,S.8.
Vgl.SHB1886/87,S.511;武智 1997,p.47.
















ル Ttは,フォン.アルニム (Arnim)と離別したフl)-デリッケ (あるいはフリー




ウッカーマルクのズッコ-Suckow の ｢-ル｣,退役中尉ゲオルク ･アブラ-
ム ･コソスタンティーン･フォン･アルニムと結解した.メックレンプルク ･ル
ター派教会文書管理部回答).エーバー-ル トは,フ1)-デリツケが1899年に没し

































大公妃はオランダ ･オラニエソ家出身のゾフィー ･ヴィル-ルミーネ ･マリー ･
ルイ-ゼであったが,大公妃の女官長がファブリス大臣夫人であったかどうかは
不明である.
(90)フアルクネル (計官 Falkner;マツ-ルソ村 18/8/28).第7歩兵連隊第2大隊
の主計官カルル ･アウグス ト･フェルディナント･ファル クナ-.Rangliste
1885,S41,250.
(91)フイツシェル (一等軍撃 Fischer;Dr18/10/15).工兵大隊 ･大隊医の一等軍医
カルル ･ユーリウス ･エルンスト･フィッシャー博士.Rangliste1885,S.75,
244.Vgl.SHB1886/87,S.494.
(92)フィンケ (市司令官 Finke少将 ;Dr18/5/12).ドレースデソ衛成軍 (Kom-
mandantur)司令官は,ベルンハル ト オスカル ･フォン･ヱ∠ケ (F望n里ke)生
壁 (Rangliste1885,S･5,124.VgLSHB1886/87,Sl465)であった.
(93)フォオゲル (寡婦 FrauVogel;Lp17/10/23,18/12/23).ヒルデガル 十･





る).PM 文書によれば,彼女 (1824年生まれ,旧姓ラッティヒ Lattich)の夫
は,仲介業者 (AgentundCommission畠r)グイー ド (Guido) ･アレクサン
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ダー ･フォ-ゲル (1867年没)であった.PM 111,S.72b.
(94)プラニッツ (鋳造局 vonderPlanitz;Dr19/1/ll).大蔵省鉄道局 ドレースデ
ソ旧市街駅 ･助手ルー トヴィヒ ･フェルディナント･エ ドラー (Ludw.Ferd,
Edler)･フォン･デア･プラ-ニッツ.SHB1886/87,S.294.なお,1865年に中
将で退役し,1888年にドレースデンで投 したベルン-ル ト.ユー ドラ一 ･フォ
ン･デア ･プラ-ニッツ,あるいは,1883年から陸軍参謀部長 (大佐),1891年か
ら陸軍大臣 (中将)となるカルル ･バウル ･フォン･デア ･プラ-ニッツ (すな











(96)フリイデリヒ (衛生格校合 ･骨頭 C.Friedrich;Dr18/ll/19).第2近衛歩兵連















































































(116)マイ (商貫 Mai;Lp17/10/23,18/12/25). 上記 (93)｢フォオゲル｣夫人




学 ･人類学 ･民族学博物館館長,宮廷参事官ア一 ドルフ ･ベル ン-ル ト
(Bernh.)･マイ7-博士.SHB1886/87,S.147.
(118)マイェル (民類寧展覧場 ･鮒長 Dr.Meyer;Dr18/ll/26).上記 (117)の館長
である.






任-ソス ･バウル ･フォン･マンゴル ト SHB1886/87,S.162.
(121)マンゴル ト ライボル ト(中尉 vonMangoldt-Reiboldt;Dr19/1/13).近衛騎
兵連隊 ･副官のエーリヒ (Erich) ･グスタフ ･カルル ･フェルディナン ト
(Ferd.) ･フォン ･マンゴル ト-ライボル ト中尉.Rangliste1885,S.56,
218.Vgl.SHB1886/87,S.488.



















































(131)ライン,オツトオ (要人 OttoRein ;Dr19/1/1).店員 (Commis)カル





(133)リユレマン (軍腎正 Ruehlemann; ワアゲルヰツツ村 18/9/7,Lp9/
13-14など).第 7歩兵連隊 ･連隊医の二等軍医正グスタフ ･7- ドルフ ･
1)ユーレマン博士.Rangliste1885,S.41,243.Vgl.SHB1886/87,S,494.
(134)フォン･リヨオベン (少佐 vonLoeben;トレプゼソ市 18/8/28,デヂツツ
村 8/31).第7歩兵連隊第 1大隊 ･大隊長マクシミーリア-ソ ･エルンス ト･
フォン･レ-ベン少佐.Rangliste1885,S.39,152-153.Vgl.SHB1886/87,
S.484.
(135)フォン･ルウドルフ (中洛 VonRudorff;ブリヨオゼソ村 18/8/29,Dr19/












カルル ･--バー-ル ト･ルーティウスの娘ヨ-ンネ ･カロ1)-ネ (1859年生ま










































































(139)ロイスマン (聯隊司令官,大佐 Leusmann;Lp18/1/18,マツ-ルソ村 8/
28,ネル-ウ市 8/30,グリムマ市 9/6,ムツチエソ市 9/10,Lp9/13).第



































(146)ワグネル (大隊長,少佐 Wagner.マツ-ルソ村 18/8/27,ネル-ウ市 8/



























金子 1997-金子幸代,｢森鴎外の古文書 120年ぶりに発見｣,『神奈川新聞』,741号 (12月
14日).





































































Gotha, Graf, Jg. 1886=Gothaisches Genealogisches Taschenbuch, Gräfliche Häuser, Jg.
1886 (Fabrice), Gotha.
Gotha, Graf, A, Jg. 1942 = Gothaisches Genealogisches Taschenbuch, Gräfliche Häuser,
A, Jg. 1942 (Schulenburg-Hehlen), Gotha.
Gotha, Graf. B, Jg. 1939, 1941 = Gothaisches Genealogisches Taschenbuch, Gräfliche
Häuser, B, Jg. 1939 (Fabrice); Jg.1941 (Henckel von Donnersmarck), Gotha.
Gotha, Neue Auf!., Adel, A, Bd. 5, 6, 17= Genealogisches Handbuch des Adels, Adelige
Häuser, A, Bd.5 (Meding), 1960; Bd. 6 (Below und Böhlau), 1962; Bd. 17 (Tre-
bra-Lindenau), 1983 Limburg.
Gotha, Neue Auf!., Adel, B, Bd. 1= Genealogisches Handbuch des Adels, Adelige
Häuser, B, Bd.l (Römer), Glücksburg/Ostsee 1954.
Gotha, Neue Auf!., Freiherr, A, Bd.2, 7= Genealogisches Handbuch
Freiherrliche Häuser, A, Bd.2 (Gersdorff), 1956 Glücksburg/Ostsee;
witz), Limburg 1969.
Gotha, Neue Auf!., Freiherr, B, Bd. 1= Genealogisches Handbuch des Adels, Frei-
herrliche Häuser, B, Bd. 1 (Meerheimb), Glücksburg/Ostsee 1954.
Gotha, Neue Aufl., Graf. Bd. 10, 11 = Genealogisches Handbuch des Adels, Gräfliche
Häuser, Bd. 10 (Vitzthum von Eckstädt), 1981, Bd.1I (Monts), Limburg 1983.
Grimma 1992 = Grimma. Bilder aus der Stadtgeschichte, zusammengestellt von Carla
Ihle-Becker, Horb am Necker.
Grimma-Nachrichten=Nachrichten für Grimma und Umgegend.
GV=Gesamtverzeichnis des deutschsprachigen Schrifttums 1700-1911, München.
Heydick 1993=Lutz Heydick, Rittergüter und Schlößer im Leipziger Land, Beucha.
Hofmann 1901, 1914=H. L. Hofmann, Die Rittergüter des Königreichs Sachsen, 1901,
1914 (2. Auf!.), Dresden.
Jessen 1977= Hans Jessen (Hrsg.), Die Zeitschriften des deutschsprachigen Sprachgebie-
tes von 1871 bis 1900, Stuttgart.
Kästner 1990=Ingrid Kästner (Hrsg.), 575 Jahre Medizinische Fakultät der Universität
Leipzig, ~eipzig.
Karte 1890= Karte des Deutschen Reiches in 100000 d. n. L., Stand 1890, hrsg. vom
topogr[aphischen] Bureau des Königl[ich] Sächs[ischen] Generalstabs, O. O. u. 1.
Löffler 1992=Fritz Löffler, Dresden, so wie es war, 5. Auf!., Düsseldorf.
Löffler 1994=Fritz Löffler, Das alte Dresden, 12. Aufl., Leipzig.
Marx 1 992 = Harald Marx / Heinrich Magirius, Gemäldegalerie. Die Sammlung Alte
Meister. Der Bau Gottfried Sempers, Leipzig.
Meinhold 1881 = Meinhold' s Führer durch Dresden zu seinen Kunstschätzen, Umge-
bungen und in die Sächsisch-Böhmische Schweiz, Dresden. (Reprint Braunschweig
1991.)




































クサンダー (1889年没) といい, ドイツ帝国海軍中将 (Vizeadmiral.陸軍大勝
Generalではない)であった.1835年生まれはジャノット (JeannotKarlAugust
Ludwig.1913年没)で,プロイセンの陸軍中佐であった.
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